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３．調査内容 
 ここに設置した核藻場礁（KB-O 型）の網の礁内に

アラメが繁茂し、礁周辺にアラメの幼体が確認される

ようになったことを、前年報告した。 
今年は、網の外にアラメの成体が確認されるように

なった（写真１）ので、藻場礁設置状況のほか、とく

に網の外に生育している幼体（秋に発芽したと思われ

る一枚葉のもの）と、成体（茎の分岐がある側葉のあ

るもので１シーズンは越夏していると思われるもの）

の生育分布を、2006年7月28日にスキューバ潜水で

調査した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真１ アラメ成体 

 
４．調査結果 
１）KB-O型藻場礁の設置状況 
 設置されていた藻場礁に転倒、埋没、移動などの異

常はなかった（写真２）。しかし、2002年度に設置し

2003 年度に移植した 5 基の藻場礁の全てに、覆網の

一部がほころびたもの、捲り上がったものがみられた。

また、2003年度に設置し、2004年度に移植した4基

の施設でも3基に同じような状況がみられた。 
２）移植アラメの生育状況 
藻場礁内移植後 2 年と 3 年のアラメの生育状況は、

覆網の損傷度合と相関する傾向がみられ、損傷が少な

い礁ではアラメの生育は良好であった（写真３）。網が

破れ付着基盤が広く露出する礁では、アラメの生育は

ごく少なく（写真４）、生育する個体は葉状部を欠くも

のが多かった。 
各種における生育状況は以下の通りである。 

①No2、4、5、（損傷小）：生育被度は密生レベル。大

型個体の体長は50cm前後。 
②No3、7、8、9（損傷大）：生育被度は点生レベル。

生育する個体の多くは葉部が欠損。 
③No1：網に囲われた部分の個体は健全、網が捲れて

露出する部分は半数が茎のみ。 
④No6（試験礁）：網囲いのない部分に幼体生育。体長

3～30cm。一部の個体は葉部が欠損。 
⑤No9：礁内の付着基盤の下に成体が成育。生育個体

は小さく、隙間内に収まる（写真５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 藻場礁設置状況（No.1礁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真３ アラメ生育状況（覆網損傷小） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

写真４ アラメ生育状況（覆網損傷大） 
 



写真５ 礁内の付着基盤の下の成体 
 

（3）藻場礁周辺におけるアラメの生育状況 
 調査は、各藻場礁の周囲約１ｍと、東西南北４方向

について調査測線を敷設し、各測線の両側１ｍを観察

した。北、東、南方向の測線は No5、西方向は No4
の礁を基点にし、それぞれ20ｍ、北方向の測線は、基

点から16ｍまでを観察した。 
観察範囲内のアラメは幼体と成体に区分し、それぞ

れの個体数を計測した。測線別の観察結果を表１、生

育分布を図３に示す。 
アラメは礁の覆網、台座及び礁周辺の岩、礫上など

で幼体と成体の生育が認められた。幼体は礁（No4、5）
の周囲に多く、成体は礁設置域の南、東部に多い傾向

を示した。成体は小さく貧弱で大型群の体長は 20～
25cm であった。幼体は 10～13cm（大型群）であっ

た。成体、幼体ともほとんどの個体に摂食痕が認めら

れた（写真６、７）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ アラメ幼体と成体の生育分布図 

表１ アラメ幼体と成体の分類状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真６ アラメ成体の摂食痕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真７ アラメ幼体の摂食痕 

  
測線別の成育個体数は、南が最も多く 45 個体（成体

35個体）、ついで西の25個体（成体８個体）、東の16
個体（成体11個体）、北の８個体（成体３個体）であ

った。礁の周囲及び調査測線の観察範囲内とその近辺

0 10m

枠内着生株

アラメ成体

凡　　例

アラメ幼体

東20ｍ

北16ｍ

西20ｍ

南20ｍ
平成14年度設置藻場礁

※.№6は九電仕様

平成15年度設置藻場礁

4m

6m

7m

8m

9m

№8

№1

№2

№4

№3

№5

№7

№9

№6

調査年月日：平成18年7月28日

測線

幼 成 計 幼 成 計 幼 成 計 幼 成 計

0～1 4 1 5 1 1 1 1 7 3 10

1～2 1 1 3 3 6

2～3 1 1 1 1 2

3～4 1 1 2 2

4～5 2 3 5 2 2 1 1

5～6 1 1

6～7 1 1 1 1

7～8 1 3 4 2 2 1 1

8～9 1 1 1 1 1 1

9～10 1 8 9 1 1

10～11 2 2 5 5 1 1

11～12 2 2

12～13 1 1

13～14 1 6 7 1 1 2

14～15 3 3

15～16

16～17 1 1

17～18 1 1

18～19 1 1

19～20 1 6 7

計 5 3 8 10 35 45 5 11 16 17 8 25

距離(ｍ)

東(20ｍ) 西(20ｍ)

個体数 個体数 個体数 個体数

北(16ｍ) 南(20ｍ)



において視認したアラメの生育個体数は総計351個体

で、このうち幼体は184個体、成体は167個体であっ

た。また、調査測線の基点から最も遠い分布位置は南

は 20ｍ、東、西が 11～17ｍ、北は９ｍで、分布水深

は概ね４～９ｍの範囲であった。 
 成体の分布場所としては、石に挟まれたくぼんだ場

所等であった。また、プレート基盤の下にも確認され

たがそれらは、20cm 程度の隙間に納まるサイズであ

った。イスズミ等の食害魚の食べ難いあるいは入りに

くい場所で生育しているように考えられた。 
 
５．考察 
 藻場礁の周辺域ではアラメの幼体と成体の生育が認

められた。生育は藻場礁の周囲に多く、藻場礁設置域

全体では南～東側に多い傾向があり、分布距離は礁か

ら概ね20ｍ付近までで、生育水深帯は４～９ｍの範囲

であった。アラメの生育分布の傾向は 2005 年 7 月の

調査結果と同様であったが、成体の個数は、2005年に

はごく僅かであったのに対し、本調査では、全視認個

体の約半数を占め、成体の生育個体数は顕著に増加し

ている。 
周辺域で観察されたアラメ成体は、藻場礁の移植ア

ラメを母藻とする子世代で、魚類の摂食圧に曝されな

がらも、比較的良好な生育環境のなかで幼体が成長し

たことが確認できた。一部に全滅状態の礁はあるもの

の、全体的にKB-O型藻場礁の機能性は良好にみられ、

周辺域においては、アラメ場の回復が徐々に進行して

いる状況がうかがわれる。 
 
６．まとめ 
覆網を装着したKB-O型藻場礁と中間育成アラメの

組み合わせが、生殖細胞を放出できるアラメを育成で

き、核藻場として機能することが今回の調査でも再確

認できた。 
昨年確認された幼体は、そのほとんどに魚類のもの

と思われる食痕が確認され、成体に成長できるかは疑

問視されていたが、今回の調査により魚類の食痕は相

変わらず確認され、摂食圧に曝されながらも幼体が成

体（食害により、十分に大きく成長できていないが）

に成長したことを確認できた。このことは、核藻場造

成手法による藻場再生の可能性があると思われる。 
覆網の一番古い網で約５年経過しており、その間交

換をしていないが、シリコンを塗布した網は付着物が

付き難く、防汚効果が実証された。 
しかし、多くの施設で網の一部に破損がみられ、改

良の必要があると思われる。そこで、網の取付方法、

サイズ等を改良し、網の破損原因を出来るだけ排除し、

耐久性を向上した網付き藻場礁（写真８）を開発し、

長崎県内の多くの海域（対馬市、壱岐市、長崎市、西

海市など）で実証実験を継続中である。 
現状はアラメ場の回復の第一段階を突破した段階で

あり、生育している成体は貧弱であるなどのことより、

藻場の状態としては極めて不安定で脆弱といえる状態

にある。そのため、今後とも引き続き調査を実施し、

核藻場としての機能を向上する技術開発を進めたいと

考えている。 

写真８ 改良型藻場礁 
 

 本研究は、壱岐市産業経済課並びに郷ノ浦町漁協様

に多大なる御協力を頂きました。また、（財）漁港漁場

漁村技術研究所技術委員の柿元先生には様々な面で御

指導頂きました。この場をかり厚く御礼申し上げます。 
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